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人
々
の
心
を
魅
了
し
て
や
ま
な

い
富
山
県
を
代
表
す
る
観
光
地
、

北
ア
ル
プ
ス
立
山
連
峰
。
乙
の
立
山

連
峰
に
新
た
な
魅
力
が
加
わ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
「
氷
河
」

の
存
在
で
す
。
そ
も
そ
も
日
本
に
は

「
氷
河
」
は
存
在
し
な
い
と
い
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
乙
立
山
連

峰
で
、
「
氷
河
」
の
可
能
性
を
示
す

氷
体
(
氷
の
塊
)
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
発
見
者
が
、
立
山
カ
ル
デ
ラ

砂
防
博
物
館
の
学
芸
員
、
福
井

幸
太
郎
さ
ん
(
富
山
市
)
で
す
。

大
阪
府
出
身
の
福
井
さ
ん
は
、

大
学
で
地
形
学
を
専
攻
し
、
博
士

課
程
を
修
了
。
国
立
極
地
研
究
所

で
の
研
究
員
を
経
て
、

2
0
0
6

年
日
月
か
ら
南
極
観
測
隊
員
と

し
て
氷
床
コ
ア
(
氷
の
サ
ン
プ
ル
)
の

採
取
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

2
0
0
8
年

3
月
に
南
極
か
ら

帰
還
し
た
福
井
さ
ん
は
、
富
山
に

定
住
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

大
学
院
時
代
、
立
山
の
永
久
凍
土

を
研
究
し
て
い
た
と
い
う
縁
が
あ

り
、
福
井
さ
ん
も
立
山
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
た

一
人
だ
っ
た
の
で
す
。

学
芸
員
と
し
て
勤
務
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
も
、
福
井
さ
ん
の
立

山
に
関
す
る
研
究
は
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、

2
0
0
9年
9
月
、
立
山

前御でん連会也ダレスア

。

る
、
フ

山
引
哨

厚

渓
の
省
氷
沢

連
峰
の
主
峰
・
雄
山
の
御
前
沢
雪
渓

で
、
長
さ
7
0
0
1
8
0
0
m
、幅

2
0
0
m
、
厚
さ
約
初
m
の
日
本
で

は
最
大
級
の
氷
体
を
発
見
。
こ
の

氷
体
は
「
氷
河
」
の
可
能
性
が
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
氷
河
」
で

あ
る
と
と
を
証
明
す
る
に
は
、
流
動

し
て
い
る
か
否
か
を
調
べ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
乙
で
、
今
年
の
9
月

初
旬
か
ら
2
カ
月
に
わ
た
っ
て
流
動

観
測
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
氷
体

が
「
氷
河
」
だ
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

現
存
す
る
国
内
唯

一
の
「
氷
河
」

を
発
見
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

悠
久
の
浪
漫
あ
ふ
れ
る
立
山
連

峰。

「鯛
岳
の
や
鈴
雪
渓
や
コ
一ハ鶴

雪
渓
に
も
、
氷
河
の
可
能
性
を

示
す
氷
の
塊
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

調
査
対
象
に
し
た
い
」
と
熱
く
語
る

福
井
さ
ん
。
飽
く
な
き
挑
戦
は
、

こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

氷の塊の上部は積雪によって氷が厚みを唱してL、く。
その雪氷が矢印方向に滅動し、下方で融けて消失する。
ζれを繰り返すことで、氷河は維持されてL喝。

氷河のメカニズム

、4・立
山
の
魅
力
を
よ
り
多
く

，
、

の
人
に
満
喫
し
て
も
5
う

と
と
も
に
、
そ
の
豊
か
芯
自
然

環
境
を
保
護
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
県
で
は

ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

h
‘

.
県
で
は
、
立
山
の
魅
力
を
満
喫
し

A
，

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
立
山
黒
部

ア
ル
ペ
ン
ル

l
ト
沿
線
の
弥
陀
ケ
原
、

室
堂
、
黒
部
湖
な
ど
の
主
要
拠
点
を
中
心

に
、
散
策
歩
道
の
整
備
や
自
然
解
説
員
の

配
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
立
山
の

自
然
や
文
化
に
身
近
に
触
れ
親
し
む
場

と
し
て
、
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
、

立
山
博
物
館
な
ど
の
施
設
を
整
備
し
、

展
示
内
容
等
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
立
山
の
貴
重
な
自
然
環
境
を

守
る
た
め
に
、

①
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
パ
ス
の
導
入
や
ト
ロ
リ
l

パ
ス
化
に
よ
る
排
気
ガ
ス
の
抑
制

②
ア
ル
ペ
ン
ル
l
ト
沿
線
施
設
の
ゴ
ミ
減

量
化
の
取
組
み
ゃ
生
ゴ
ミ
の
下
界
へ
の

搬
出
処
理

③
保
護
柵
の
設
置
等
に
よ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
保
護

④
植
生
復
元
や
舛
来
植
物
の
除
去

な
ど
の
環
境
保
全
対
策
を
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
県
を
代
表
す
る
観
光
地

と
し
て
、
立
山
が
よ
り
一
腫
魅
力
あ
る
も
の

と
な
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

自
然
環
境
を
後
世
に
守
り
伝
え
る
た
め
に
、

引
き
続
き
環
境
保
全
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

この件の』県自然保護課
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